
乙  第  号 

 

 

  廣瀬 友亮 学位請求論文 

 

 

 

 

審 査 要 旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈 良 県 立 医 科 大 学  



論文審査の要旨及び担当 者 

 

 

論文審査担当者 

委員長 教授 藤本 清秀 

委員 教授 庄  雅之 

委員(指導教員) 教授 谷口 繁樹 

 

主論文 

Protective Effects of Cold Ringer’s Solution Perfusion in Abdominal Aortic Surgery Requiring 

Renal Artery Clamp 

 

腎動脈遮断を要する腹部大動脈手術に対する冷却リンゲル液による腎潅流の治療効果 

 

   Tomoaki Hirose , Noriyoshi Sawabata , Takehisa Abe , Yoshihiro Hayata , Syun 

Hiraga , Hiroshi Nishikawa , Shigeki Taniguchi. 

 in vivo Mar-Apr 2020;34(2):739-744 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Hirose+T&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sawabata+N&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Abe+T&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Hayata+Y&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Hiraga+S&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Hiraga+S&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Nishikawa+H&cauthor_id=32111779
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Taniguchi+S&cauthor_id=32111779


論文審査の要旨 

 

傍腎動脈腹部大動脈瘤に対する開放大動脈修復術を施行した 290 例を対象に、腎動脈下

遮断を行った 231 例と腎動脈上遮断および冷却リンゲル液腎灌流を行った 59 例の 2 群

の手術成績を比較し、腎動脈血流遮断時の冷却リンゲル液腎灌流の有用性を評価した。

2 群間で年齢、性別、最大瘤径、併存疾患、術前腎機能に差を認めず、手術時間、出血

量、ICU 滞在時間、術後入院日数、術後 AKI、30 日死亡、入院死亡にも有意な差はなか

った。また術前後の腎機能変化や AKI などの合併症の発生頻度にも差がなく、腎動脈上

遮断時の冷却リンゲル液灌流の有用性を示した。阻血時間 45 分を境界に 2 群間比較を

行ったが、長時間（≧45 分）群でも AKI 発症率（13%）は低く、重篤な AKI も認めず、

冷却リンゲル液灌流の腎保護効果が良好であることを示した。 

質疑応答では、対照群の設定、灌流方法、再灌流障害の評価、eGFR 低下例の検討などの

質問に対し、多数例の経験とデータおよび文献に基づいて考察し、適切に回答した。 

本研究成果は腹部血管外科領域における意義が高く、公聴会での発表、質疑応答、参考

論文を含めて、学位論文に相応しい研究であると審査員 3 名全員が判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環・呼吸機能制御医学 の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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